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２００６アジアトライアスロン選手権・世界トライアスロン選手権 
エリート日本代表選手（選考規定） 

 
 ２００６アジア・世界選手権大会・エリート日本代表選手選考規定について、理事会承

認を受け、日本代表選手出場枠・選考を下記の通り規定します。 
 
１．２００６ＡＳＴＣアジアトライアスロン選手権（中国甘粛省、嘉峪関・チャユグアン：

8月 13日） 
 ［出場枠/日本代表として、最大男子 6名、女子 6名］ 
①２００６年ワールドカップで獲得したＩＴＵポイントのベスト３大会の 
  合計１位～５位の選手 
②２００５年ジャパンランキング男女 1位の選手 
③強化本部推薦 
  ※①はワールドカップエドモントン大会（7月 9日）までの８大会とする。 
  ※①で同ポイントの時は、最高獲得ポイントの高い順とする。 
 
 
２．２００６ＩＴＵトライアスロン世界選手権（ローザンヌ・スイス：9月 3日） 
 ［出場枠/日本代表として、最大男子 6名、女子 6名］ 
①8月 13日現在のワールドカップランキング５０位以内の選手 
②8月 13日現在の①で出場資格を獲得している選手を除くＩＴＵポイント 
上位２０人の選手 
③強化本部推薦 
  ※①②はＩＴＵの世界選手権出場資格に準ずる。 
 
上記規定は、関係各団体との調整により、変更の可能性があります。 以上 


